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方針決定の鍵となり， それには頻繁な観察が必要で、あ
る。 
21. 5歳より経過観察中の Peutz-Jeghers症候群の 
1例
青柳博，態谷信夫，鈴木伸典
峰村善保，森川不二男(長野県立須坂)
母親が Peutz-Jeghers症候群である娘が， 5歳頃よ
り腹痛があり，口唇，口腔粘膜，指肱先端，手掌，足底
に色素斑を有する為同様な疾患を疑って経過観察してい
たが，最近 (14歳)消化管X線検査を施行し胃体部ポリ
ポージスを認めた。小腸，大腸には認めなかった。本症
のポリープは一般に良性とされているが癌化の問題も否
定できず，定期的内視鏡的観察，生検，さらにポリベク
トミーを行って経過をみていくつもりである。 
22. 小児童症熱傷の 3例
平野和哉，大久保恵司，星野豊， )1村功
山崎一馬(県立東金・外科)
当院において，一例は81%におよぶ小児重症熱傷を救
命し得，他の 2例とともに早期輸液法に対して， Ht 
値，尿量より検討を加えた。小児で、はショック離脱に比
較的多量の輸液の必要があり，肺水腫の発現につながる
ため成人より輸液法に困難性を有する。 
23. 最近の当科における小児外科的疾患について
伊藤文雄，香田真一，鈴木秀
呉正信，綿貫重雄(国立習志野・外科)
最近約5年間当科で、あつかった小児外科的疾患は688
例であり， ソケイヘルニア，急性虫垂炎等がその大部分
を占めるが，先天性消化管閉鎖症も増えて来ており，胆
石症，空腸平滑筋肉腫など稀な疾患も経験しておりま
す。 
24. 当院における新生児胃破裂症例
斉藤全彦，原 jl士，円山正博
林春幸(清水厚生)
当院における新生児の消化管穿孔は，胃穿孔 1例，胃
破裂2例の計 3例である。症例 1は生後 4日の男児で入
院時3400g.胃後壁に直径 3mmの穿孔を認め， 縫合閉
鎖したが，術後 2日目に死亡した。症例 2は生後5日の
男児で入院時 3243g，胃後壁に約 8cmの破裂あり一次
的に縫合閉鎖した，他に腸回転異常あり。症例 3は生後 
4日の女児で入院時 3120g，胃後壁に約 10cmの破裂あ
り縫合閉鎖し各々救命し得た。 
25. 小児ソケイヘルニアの経験
関幸雄，坂本薫，丸山達興
中村宏，大西盛光(川鉄)
過去4年間に本院外科で経験した小児外ソケイヘルニ
ア270例(男178例，女92例)について報告した。依屯は 
16例で男女差なく，多くは 1歳未満で、ヘルニア発現より 
1年以内に起ったものが多い。対側発生は少なく co・ 
ntralateral explorationの必要はないと考えられた。
術式はMitchell-Banks法を主として用いた。再発は 3
例で全て 1歳未満，再発迄の期間も 1年未満だった。再
発は高位結訟の完全性という技術的な点にあると考えら
れる。
